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団体名：一般社団法人えんがお
事業名：つながりづくりに特化した活動・起業支援プラットフォーム



事業概要

実施概要
一般社団法人えんがお（当団体）は 
〇「孤独・孤立対策に取り組む、あるいは取り組もうとしている組織または個人」のネットワーク化 
〇伴走支援による各団体の開設支援・運営基盤の強化を行なっていく。

背景
〇世代を問わず、孤独・孤立の問題が深刻化している。 
〇有効なのは居場所づくりなどにより緩やかに繋がれる豊かな地域づくりである。 
〇こうした課題を受け、医療・福祉や地域づくりなどの分野で、「つながりづくり」等を行おうと
する人が増えている。 
〇しかし、前例も少なく経営としても自立しにくいことから、始められない・始めても継続できな
い、というのが実情である。実際に活動を始めた者も、現状で生じる複雑な課題などを相談する相
手がおらず、停滞したり中断してしまうことも少なくない。 
◎以上のことから、「つながりづくり」を行う意欲のある者が、すでに実践している活動者と繋が
ることで活動が促進されるようなネットワークの構築が必要である。またすでに実践している者同
士も、互いに繋がることで情報を共有し、それぞれの活動が加速されると考えられる。



事業概要

詳細
①現状調査：全国の活動団体への調査。活動を妨げる要因を明らかにし、全国の活動に対してどん
な支援があれば「孤独・孤立対策」が進んでいくのかを考察する。⇨結果をHPにて公開。 
②全国の活動団体のネットワークの構築：全国の活動団体がつながり、日常的に相談・情報共有な
どができるネットワークの構築。 
１）オンラインプラットフォームの作成：日常的に、気軽に質問ができるネットワーク 
２）オンラインミーティングの定期開催：顔の見える関係で、より深い相談ができる環境づくり。 
３）個別相談会：構想段階・活動初期の実践者向け。活動を数年以上している者に1on1で相談が可
能な個別相談会を実施。 
③つながりづくりを軸とした起業予定者への半年間の伴走支援 
全国の実践者をメンターとし、活動希望者に半年間の伴走支援を実施。半年後に活動が始められる
よう、月一回以上のメンタリングで課題整理・ニーズ調査・事業モデル検証・実施・修正などを行
い、実際に「つながりづくり」を行う実践者を全国に増やす。

目的
・つながりづくりを行おうとする人材が、構想段階や動き出しの段階から気軽に相談できる相手に
繋がり、動き出す人が増える。 
・動き出した人が個で取り組むのではなく、相談相手やメンターにつながり、始まった活動が継続、
加速する。→孤立対策の活動が始めやすく、かつ始められた活動が継続されやすい社会基盤の構築。
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〇facebookのオンライングループ機能にて、「全国居場所づくり（孤独・孤立対策）ネットワーク」
を開設。 
【結果】開設して４ヶ月で参加者が1000人を突破。2024年3月現在、1300人以上の人がグループ
に参加している。 
【成果】グループ内では、活動の紹介を中心に、事業に関する悩みや相談事が投稿されることもある。
全国の孤独孤立対策の取り組みを行なっている人同士のコミュニケーションのプラットフォームとし
て機能しつつある。 
【成果】このグループをきっかけに、近隣の活動者同士が繋がり、対面で会うなどの動きが生まれて
いる。 

②１）オンラインプラットフォーム

事業報告

【課題】意見交換、質問→回答などのやりとり
は少なく、活動紹介とイベント勧誘に留まるこ
とが多い。→積極的なグループ運営をするより
は、このグループを生かした対面の交流などが
必要。 
【今後】オンラインのプラットフォームとして
は機能しているので、4月以降も省エネで継
続。団体の寄付・会費などで予算を捻出して対
面のつながりなど、より深みのあるプラット
フォームを目指したい。
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・facebookのオンライングループ　参加者数1,372人(R6.2月時点) 
・アンケート方法：Googleフォーム 
・回答者数：n=112 
・募集方法：SNSによる告知のみ。 

②１）オンラインプラットフォーム　＜属性＞

・年齢層：幅広い年齢層の参加が見られた。 
　「36-45歳」32%,「46-55歳」28%, 「56-65歳」14%,「26-35歳」13% 
・職業：会社員が最も多く次いで自営業、フリーランサーだった。 
　「会社員」45%,「自営業」10%,「フリーランサー」10% 
・活動予定地：栃木県、次いで東京都が最も多く、その他全国すべての都 
　道府県より、最低でも1名の登録があった。 
・参加目的：「情報を集めたい」が最も多く、70%以上であった。 
・参加者の状態：活動予定～活動初期の人がほとんどであった。「活動年数 
　5年以上」は約10％であった。 
「関心がある」31%,「活動初期（1-3年）」29%,「今後活動予定」25%,
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② 2）オンラインミーティング
〇２ヶ月に一回、全国の居場所づくり、繋がりづくりに関心のある人を対象にオンラインで「全国
居場所づくりミーティング」を実施。 
〇内容は、活動団体の事例発表、質疑、交流会が主である。 
〇事例発表に対しては「経営面はどうしているのか」「なぜその形に至ったのか」「トラブルはある
か」など、毎回行動ベースのある活発な質問が多くみられる。 
【結果】６月-2月までで5回実施。毎回全国各地から40-60人が参加。 
【成果】全国の事例を知る機会とともに、後半の交流会でそれぞれが繋がることができ、その後の
個別の相談関係などにつながっている。また、毎回参加者から活動における具体的な相談や悩みの共
有がされており、各地で取り組む人同士のつながりを生んでいる。 
【今後】継続を要望する声も多く、一つのプラットフォームになりつつあるため、4月以降も2-3ヶ
月に一回の開催で継続予定。運営の費用については、短期では補助金の獲得、法人の寄付・会費から
捻出を検討。長期では、協議会などの形にして運営していくことも想定している。
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② ３）個別相談

〇「事業を始めようとしている人、活動初期の人」を対象に、すでに活動を行っている人に個別で60
分間１対１で相談できる機会を提供。講師とのマッチング・日程調整などを事務局で行った。 
【結果】相談申込が40件あり、37人に対して10名の講師よりそれぞれ面談を実施。事後アンケー
トにより、相談者の満足度では96%が「満足」4％が「まあ満足」と回答した。また、記述欄では「個
別でやりたいことの相談ができたのでよかった」「具体的な方法を聞けたので、すぐに始められそ
う」などの声が聞かれた。 
【成果】アンケート結果より、面談で具体的な動き出しの相談を行えたことで動き出しに至った者
が約10名いた。また、相談者37名の内、4名が具体的に組織を立ち上げて行動を起こしたい、とし
て「起業支援」に申し込みをした（内２名を事務局で選定し、起業支援を実施）。 
【今後】動き出しを検討している人にとっては、具体的に何から始めるのか、保険はどうするのかな
どの実践ベースで、個別で相談できる機会は価値があった。一方、事務局費・謝金を考えると継続は
難しく、面談事業はここで終了となる（継続を前提としていたプログラムではない）。

【アンケートで出た主な感想】 
「相談する相手がいなかったところ、実際に事業を行っている方から色々とアドバイスが聞けたこ
と、本当に満足しております。」 
「今後もこのような事業で、僕のような1歩を踏み出す前段階を支え続けて行って欲しいと思いまし
た。素敵な機会をつくっていただき、ありがとうございました。」 
「目線を同じに話してくださる講師の方々、環境などとても良かったです。こんな場面が沢山あれ
ば、もっと地域活動が身近で活発になっていくように思います。」など
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③つながりづくりに特化した創業支援
〇居場所づくりやつながりづくりの活動を立ち上げたいと考えている人に対し、アイディアのブラッ
シュアップや具体的な立ち上げの準備、立ち上げ後のサポートなどを実施。 
【結果】6名から申し込みがあり、4名を事務局で選定（目標の5名に届かず）。4名中3名が、約5ヶ
月の伴走支援を受け、実際に動き出した。内1名は、能登半島地震の長期の支援活動で現地に入り、
活動自体は行えていない。 
【成果】孤独・孤立対策につながる活動が北海道・長野県・愛知県で始まり、様々な人が集える「居
場所」が日本に３つ増えた。 
【成果】「活動したい想いはあるが、何から始めて良いかわからない」という人材が、実際に活動し
ている人のサポートを受けて活動を始めた。またそれぞれに相談関係ができ、３つとも今後の活動
の中で生じた悩みを随時相談できる関係性が構築された。 
【今後】アンケート結果からも、創業支援に関しては今後も高いニーズがある。短期では、今回の事
業で得たプラットフォームを活用して間接的に支援。長期では、創業支援に向けた企業寄付を募り、
継続していくことを検討中。

【今回立ち上がった活動】 
北海道（20代）：6ヶ月の伴走を受け、高齢者の集うサロンの開設と、地域ニーズを受けその場所で
不登校親の会とフリースクールを開設。現在1名の定期利用者、3名の問い合わせを受けている。 
長野県（30代）：5ヶ月の伴走を受け、地域農園の開設について計画を立案。組織内起業として企画
書などを作成し、トライアルで実施。今後定着した役割型の居場所を目指し進める。 
愛知県（20代）：7ヶ月の伴走を受け、高齢者向けの制度対象外の生活支援事業を創業。料金体系・
チラシ作成・地域の関係機関との連携などを伴走の中で行い、3月より支援がスタートする。
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・本事業を通して、改めて全国の孤独孤立対策を進めていく上では 
　〇活動者同士のネットワーク形成　〇成功事例の共有　 
　〇運営ノウハウのナレッジベース化 
　が必要であると分かった。 

・本事業で構築できたプラットフォームは維持しつつ、今後は「創業支援（創業後 
　数年の伴走支援含む）」のような形で、継続的な支援により、経営的にも自立できる 
　活動団体を増やしていくことが必要であると考えられる。 

・そのために、2-3年程度の継続的な財源確保とそれを運営する中間支援組織の構成が 
　必要である。


